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28.弾性歪み を考唐 した析 出過程 につ いて

九大理 川崎恭治

固体の相分離過程 におけ る弾性歪の効果 は古 くか ら知 られて居 る｡ しか しこれ

までの研究 は主 にその静的な側面 に限 られていた｡ 我 々 く川崎､ 榎本 )はオス ト

ワル ド成長 におけ る弾性歪 の効果の勤的側面 につ いて研究 したのでそれを中心に

報告 した｡ この研究 は近 く発表予定日であるので ここで は簡単な記述 にとどめる

ことにす る｡ コ ヒー レン トな析出物の場合､ 析出粒子 間 に働 く弾性相互作用は既

にEshelby等 に よって計算 されて いる｡ これを､ 析出物 の成長 を記述 す る運動方

程式の躯動力 につ け加 え る事 によって粒子成長の基礎方程式が得 られ る｡ 弾性歪

がない時の基礎方程式 について はLifshitz-Slyozov以来多 くの研究 があって粒子

のサ イズ分布 は長時間で あ るスケール別 をみ たす事 が知 られてい る｡ 我 々の見出

した最 も重要な結果 は､ 弾性相互作用が この スケール則 を質的 に変 えて しまう事､

即ちrelevantな摂道で ある事 で あ る｡ 云 い変 えれば､ 弾性相互作用が どんなに弱

くても充分長 時間の振舞 は弾性相互作用がな い場合 と全 く異 ったスケール則に従

う事 で あ る｡ しか もその振舞 は弾性相互作用 が引力か斥力 かに よって全 く異なる｡

引力の場合 には析 出物 の平均 サ イズは一定の価 におちつ き､ 分布 の巾もせまくな

る｡ 一方斥力 の場合 には平均 サ イズの増大が加速 され､ よ り広 い巾をもった新 し

いサ イズ分布 におちつ く｡ これ らの結果 を支持 す るように思 われ る実験事実もい

くつか あ るが､ 理論の決定 的な検証は将来 に俣 たねばな らない｡.
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